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した有機モノチオリン酸による Mo と V の抽出平衡を定量的に解明し抽出分離挙動を把握した。次に，対象金属に希
土類金属を選択した。抽出剤には有機ホスフィン酸を合成し用いた。これらによる抽出挙動，また希土類金属の相互
分離能力を検討し，合成した有機ホスフィン酸による工業的な抽出分離に必要となる保持率域での抽出平衡関係を定
量的に解明し，希土類金属分離プロセスの構築を検討した。さらに，亜鉛製錬残溢を想定して対象金属に In と Ga
を選択した。抽出剤には，代表的な酸性リン酸系化合物を用いた。抽出種が混合錯体を形成する場合の組成比の決定














した有機モノチオリン酸による Mo と V の抽出平衡を定量的に解明し抽出分離挙動を把握した。次に，対象金属に希
土類金属を選択した。抽出剤には有機ホスフィン酸を合成し用いた。これらによる抽出挙動，また希土類金属の相互
分離能力を検討し，合成した有機ホスフィン酸による工業的な抽出分離に必要となる保持率域での抽出平衡関係を定
量的に解明し，希土類金属分離プロセスの構築を検討した。さらに，亜鉛精錬残澄を想定して対象金属に In と Ga
を選択した。抽出剤には，代表的な酸性リン酸系化合物を用いた。抽出種が混合錯体を形成する場合の組成比の決定
法を見いだすことにより，高保持率域までの抽出平衡関係を定量的に解明し， In と Ga 分離フ。ロセスの構築をおこなっ
た。また，廃棄物中の有価物のリサイクリング，環境問題への対応を試みるべく，抽出剤には有機リン酸エステルを
用いて， リンを対象に下水汚泥焼却灰からリン資源の分離・回収プロセスを構築した。
以上のように，本論文は有機リン酸系抽出剤を用いて希少資源であるレアメタル， リン資源に対して，抽出分離特
性の基礎的知見から，プロセス設計にいたるまでを総合的に研究したものである。よって，博士論文(工学)に値す
るものと判定する o
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